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2 Bp- 1　　　地域特性からみる初婚年齢上昇・有配偶出生力低下のメカニズムの解明（第１報）

　　　　　　　　　　一中国･四国地方における地域間分析を通してー

　　　　　　○渡遁廣二＊,赤尾泰子＊2山下美紀＊3正保正恵＊4山田知子＊5 （＊鳴門教育大＊2四国大。

　　　　　　＊3ノートルダム清心女子大＊4福山市立女子短大＊5比治山大短大）

目的　晩婚化と少子化に関するこれまでの研究では，その諸要因として，都市化，女性の

高学歴化や就業率上昇などが指摘されてきた。本研究は，これら全国に共通する要因に加

えて，地域住民の結婚と出産に関する意識，行政による支援施策の有無などに起因する各

地域の特性に注目して要因分析を行う。

方法　岡山県，広島県および徳島県に関して1980年から1995年まで４回実施された国勢

調査を用いて，平均初婚年齢が低くて有配偶出生力の高い地域４町，平均初婚年齢が高く

て有配偶出生力の低い地域３町を調査対象地とした。調査対象者は，各町の選挙人名簿よ

り，男女の性別と20歳代から40歳代までの年代を考慮して選定した。調査は質問紙によ

る郵送法で行った。時期は1999年８月20日～９月25日。各町につき500部，計3,500通

発送し596通回収した。有効回収率は17.0 ％

結果　平均初婚年齢が低く有配偶出生力が高い地域（以下HIGH 地域と略す）と平均初婚

年齢が高く有配偶出生力が低い地域の２地域において, ①結婚観, ②子ども観，③結婚の

障害，④育児の障害，⑤結婚および育児支援の整備状況，これら５項目に関して，住民意

識の差を検討した。その結果，全体としては，①結婚観. ②子ども観，③結婚の障害，お

よび④育児の障害の４項目に関しては, 2地域の間で差があるとはいえない。しかし. ⑤

結婚・育児支援の整備状況に関しては差が見られ，HIGH地域で「結婚支援策（お祝い金，

住宅補助金等）」，「出産費用の補助」「保育園」，「出産・育児情報」が充実し，「買い物の

便利さ」，「労働時間の短縮」が進んでいると考えている者が多い。

2Bp-2 地域特性からみる初婚年齢上昇･有配偶出生力低下の
　　　　　　　　　一婚姻動向に影響を及ぼす要因分析

メカニズムの解明俤2 報)

－

　　　　　　○赤尾泰子゛正保正恵¨　山下美紀*3　山田知子*4　渡洛廣二*5
　　　　　　（･四国大、¨福山市立女子短大*3ﾉﾄﾙﾀﾞﾑ清心女子大*4比治山大･短大*5鳴門教育大）

　目的　第１報では、中四国地域において、初婚年齢が低く出生力が高い地域（Ｈ地域）と

初婚年齢が高く出生力が低い地域（Ｌ地域）を選定し、２地域間の結婚及び出産に関する意

識の差を検討した。本報告は、各地域における人びとの婚姻動向に影響を及ぼしている要

因について言及するものである。婚姻動向には「結婚が早い、遅い」「結婚する、しない」

といった要素が絡んでくるが、各地域に住む人びとの婚姻行動を促進あるいは阻害してい

る要因は何なのかを明らかにすることを目的とした。

　方法　結婚動向に与える要因を探るために、結婚年齢及び結婚の有無を被説明変数に、

属性（性別、年齢、学歴）、世帯年収、親との同居の有無、性別役割分業観、本人及び地域

の結婚観、結婚に対する干渉、結婚の問題点。適齢期規範、行政による支援整備、地域の

つながりを説明変数に設定し、一括投入方式による重回帰分析を行った。

　結果　因子分析法（主因子法、バリマックス回転）を用いて、変数を指標化したところ、

本人の結婚観（14項目）は「伝統的結婚観」の１因子、地域の結婚観（16項目）は「地域の

伝統的結婚観」「地域の現代的結婚観」の２因子、行政による支援整備（14項目）は「ハード

面の整備」「ソフト面の整備」の２因子が抽出された。そして、これらの因子を含む29変数

を用いて結婚年齢に与える影響身みたところ、各地域とも性別と学歴による影響がみられ

たが、その他に、Ｈ地域では出会いの量が、Ｌ地域では趣味や娯楽に打ち込めないという

意識が影響していることが分かった。結婚の有無には、各地域とも行政の「ソフト面の整

備」が、その他にH地域では「地域の現代的結婚観」が影響していることが明かとなった。
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